
◎薬剤師法の一部を改正する法律 
（平成一六年六月二三日法律第一三四号）   

一、提案理由（平成一六年四月二二日・参議院厚生労働委員会） 

○国務大臣（坂口力君） ただいま議題となりました薬剤師法の一部を改正する法律案

につきまして、その提案の理由及び内容の概要を御説明申し上げます。 

 近年、医療の高度化、複雑化、高齢社会の到来、医薬分業の進展など薬剤師を取り巻

く環境が大きく変化している中で、薬剤師につきましては、最適な薬物療法の提供、服

薬指導、医療安全対策など、幅広い分野において医療の担い手としての役割を果たすこ

とがより一層求められております。 

 こうしたことから、基礎的な知識、技術はもとより、高い倫理観、医療人としての教

養、医療現場で通用する実践力など、薬剤師の資質の一層の向上を図る必要があります。 

 このため、薬剤師養成を目的とする大学における薬学教育につきましては、教養教育、

医療薬学、実務実習を充実し、これらの教育課程を有機的に編成することによって臨床

に係る実践的な能力を養うことができるよう、今般、学校教育法の一部改正案が提出さ

れ、その修業年限を現在の四年から六年に延長することとなっております。 

 これに伴いまして、薬剤師国家試験の受験資格についても見直しを行うため、この法

律案を提出した次第であります。 

 以下、この法律案の主な内容につきまして御説明申し上げます。 

 第一に、薬剤師国家試験の受験資格を修業年限六年の薬学の課程を修めて卒業した者

に与えることとしております。 

 第二に、大学の薬学教育においては、研究者の養成などを目的とした修業年限四年の

課程も存置されることから、経過的取扱いとして、本課程に続きその修士課程を修了し

た者等が一定の要件を満たす場合には、薬剤師国家試験を受けることができることとす

るほか、所要の経過措置を設けることとしております。 

 最後に、この法律の施行期日は、平成十八年四月一日としております。 

 以上が、この法律案の提案理由及びその内容の概要であります。 

 何とぞ、御審議の上、速やかに御可決あらんことをお願いを申し上げる次第でござい

ます。 

二、参議院厚生労働委員長報告（平成一六年五月一四日） 

○国井正幸君 ただいま議題となりました法律案につきまして、厚生労働委員会におけ

る審査の経過と結果を御報告申し上げます。 

 本法律案は、医療の高度化、医薬分業の進展等に対応して、医療の担い手としての役

割がより一層求められている薬剤師の資質の向上を図るため、国家試験の受験資格を修

業年限六年の薬学の課程を修めて卒業した者に与えることとするものであります。 

 委員会におきましては、修業年限の延長が医療の質の向上に及ぼす効果、生涯研修の

充実の必要性、病院における薬剤師の位置付け等について質疑が行われましたが、その



詳細は会議録によって御承知願います。 

 質疑を終局し、採決の結果、本法律案は全会一致をもって原案どおり可決すべきもの

と決定いたしました。 

 なお、本法律案に対し附帯決議が付されております。 

 以上、御報告申し上げます。 

○附帯決議（平成一六年五月一三日） 

 政府は、次の事項について、適切な措置を講ずるべきである。 

一、医療の担い手にふさわしい質の高い薬剤師を養成するという今回の法改正の趣旨に

かんがみ、薬学教育における実務実習の充実を図るため、病院、薬局等における受入

体制を確保するとともに、実務実習の指導に当たる薬剤師を早急に養成すること。 

二、薬剤師国家試験受験資格の経過措置については、受験者が混乱しないよう、その周

知徹底に努めること。 

三、新制度移行前の薬学教育を履修して薬剤師となった者についても、近年の医療技術

の高度化、医薬品の適正使用の推進等の社会的要請にこたえるため、卒後教育の一環

として実務研修の充実・改善を図ること。 

四、医療の担い手としての薬剤師の資質の向上を図るための取組と併せて、患者からの

信頼が得られるよう、薬剤師免許の取消し等の行政処分を厳正かつ公正に行うための

仕組みについて検討を行うこと。 

五、地域における医薬品の適正使用を進めるため、面としての医薬分業の推進及び「か

かりつけ薬局」の普及を図るとともに、利用者の積極的な活用が図られるよう、情報

の提供、啓発等に努めること。 

六、医療機関等における医薬品に関連した医療事故を防止するため、薬剤師による薬歴

管理を通じた服薬指導の充実及び注射薬など病棟における薬剤管理の促進を図る等、

医療機関における薬剤師の役割の明確化及びそのための環境整備を進めるとともに、

製品情報のコード表示化、データベース化、医療機関等における情報通信技術の活用

等の事故防止策の普及を進めること。 

 右決議する。 

三、衆議院厚生労働委員長報告（平成一六年六月一五日） 

○衛藤晟一君 ただいま議題となりました三法案について、厚生労働委員会における審

査の経過及び結果を御報告申し上げます。 

……………（略）…………… 

 次に、結核予防法の一部を改正する法律案及び薬剤師法の一部を改正する法律案につ

いて申し上げます。 

……………（略）…………… 

 次に、薬剤師法の一部を改正する法律案は、医療の高度化、医薬分業の進展等に対応

して、医療の担い手としての薬剤師の資質の向上を図るため、国家試験の受験資格を見



直し、修業年限六年の薬学課程卒業者に受験資格を与えることとするものであります。 

 両案は、参議院先議に係るもので、五月二十七日本委員会に付託となり、六月九日坂

口厚生労働大臣から提案理由の説明を聴取し、十一日質疑を行った後、採決を行った結

果、両案はいずれも全会一致をもって原案のとおり可決すべきものと議決した次第であ

ります。 

 なお、両案に対し附帯決議を付することに決しました。 

 以上、御報告申し上げます。 

○附帯決議（平成一六年六月一一日） 

 政府は、安全・安心な医療の担い手にふさわしい質の高い薬剤師を養成するという今

回の法改正の趣旨にかんがみ、次の事項について適切な措置を講ずるべきである。 

一 六年制の薬学教育における長期実務実習の充実を図るため、病院、薬局等の実習受

入施設における受入体制を確保するとともに、実務実習の指導に当たる十分な資質を

備えた指導薬剤師を早急に養成すること。 

二 薬剤師国家試験受験資格の経過措置（旧四年制卒業者及び新四年制卒業後修士課程

を修了した者）については、受験者が混乱しないよう、関係方面に対する周知徹底に

努めること。 

三 新制度移行前の四年制の薬学教育を履修して薬剤師となった者（既存の薬剤師）に

ついても、近年の医療技術の高度化、医薬品の適正使用の推進等の社会的要請にこた

えるため、生涯にわたる卒後教育の一環として実務研修の充実・改善を図ること。 

四 医療の担い手としての薬剤師の資質の向上を図るための取組と併せて、患者からの

信頼が得られるよう、薬剤師免許の取消し等の行政処分を厳正かつ公正に行うための

仕組みについて検討を行うこと。 

五 地域における医薬品の適正使用を進めるため、面としての医薬分業の推進及び「か

かりつけ薬局」の普及を図るとともに、利用者の積極的な活用が図られるよう、情報

の提供、啓発等に努めること。 

六 医療機関等における医薬品に関連した医療事故を防止するため、薬剤師による薬歴

管理を通じた服薬指導の充実及び注射薬など病棟における薬剤管理の促進を図る等、

医療機関における薬剤師の役割の明確化及びそのための環境整備を進めるとともに、

製品情報のコード表示化、データベース化、医療機関等における情報通信技術の活用

等の事故防止策の普及を進めること。 


